
学校番号 T3011 

令和３年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ(通信) 単位数 2 単位 年次 3 年次 

使用教科書 改訂版 新高校の数学Ⅱ(数研出版) 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

個人指導を中心に、一人一人の理解度に応じて指導します。 

小学校、中学校の内容を随時復習しますので、生徒の皆さんは授業で取り組んだプリントなど基本的

な問題を反復してください。 

授業を通して、数学が少しでも好きになればうれしいです。 

 

２ 学習の到達目標 

式と証明・高次方程式、図形と方程式、いろいろな関数および微分・積分の考えについて理解させ、基礎的な知

識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを活用する態度を

育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数学的活動を通して、式

と証明・高次方程式、図

形と方程式、いろいろな

関数および微分・積分の

考え方に関心をもつとと

もに、数学的な見方や考

え方のよさを認識し、そ

れらを事象の考察に活用

しようとしている。 

数学的活動を通して、式

と証明・高次方程式、図

形と方程式、いろいろな

関数および微分・積分の

考えにおける数学的な見

方や考え方を身につけ、

事象を数学的に捉え、論

理的に考察し、表現する

とともに、過程を振り返

り多面的・発展的に考え

る。 

数学的活動を通して、式

と証明・高次方程式、図

形と方程式、いろいろな

関数および微分・積分の

考えにおいて、事象を数

学的に考察し、処理する

仕方や推論の方法を身

につけ、的確に問題を解

決する。 

数学的活動を通して、

式と証明・高次方程式、

図形と方程式、いろい

ろな関数および微分・

積分の考えにおける基

本的な概念、原理・法

則、用語・記号などを理

解し、基礎的な知識を

身につけている。 

評
価
方
法 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布した 

プリントの提出 

          など 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布した 

プリントの提出 

          など 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布した 

プリントの提出 

          など 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布した 

プリントの提出 

          など 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

方
程
式
・式
と
証
明 

・整式・分数式の計算 

・２次方程式 

・高次方程式 

・式と証明 

 

○ ○  ○ a: 

・数を実数の範囲から複素数の範囲ま

で拡張するよさを感得しようとしてい

る。 

・どのような2次方程式でも解の公式が

使えるよさを認識しようとしている。 

・不等式の証明などの論証について不

等式の基本的な性質を活用しようとし

ている。 

b: 

・整数と同じように整式の除法を考察

できる。 

・方程式の解を発展的に捉え、数の範囲

を複素数まで拡張して 2 次方程式を解

くことや、因数分解を利用して高次方程

式を解くことについて考察できる。 

c: 

・A＝BQ＋R の式や商と余りの関係、因

数定理を自由に使うことができる。 

・判別式や解と係数の関係を活用して、

2次方程式に関する問題の解を求める

ことができる。 

・高次方程式を解くことができる。 

・式と証明について理解を深め、式の証

明をすることができる。 

d: 

・複素数の相等関係について理解して

いる。 

・因数定理について理解している。 

・判別式や解と係数の関係について理

解している。 

・等式、不等式の基本性質を用いて式の

証明をすることを理解している。 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布

したプリン

トの提出 

 

前
期 

図
形
と
方
程
式 

・点と直線 

・円 

・軌跡と領域 

○  ○ ○ a: 

・三角形や四角形、円などの基本的な平

面図形の性質や関係を、座標を用いた解

析幾何的な方法で理解することの有用

性を認識しようとしている。 

b: 

・平面図形とそれを表す方程式の関係

を理解し、いろいろな図形を考察でき

る。 

・円と直線の位置関係が 2 次方程式の

解の判別に帰着することを考察できる。 

c: 

・座標や式を用いて、直線や円などの基

本的な平面図形の性質や関係を数学的

に処理することができる。 

・直線の方程式や円の方程式を求める

ことができる。 

・円を表す方程式を理解し、与えられた

条件を満たす点の軌跡を求めることが

できる。 

・連立不等式の表す領域を図示できる。 

d: 

・条件を満たす点の集合として図形を

見ることや、不等式を満たす点の集合が

座標平面の一部分を表すことなどを理

解している。 

・図形と方程式の関係を理解している。 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布

したプリン

トの提出 

 



後
期 

三
角
関
数 

・三角関数 

・加法定理 

○ ○ ○ ○ a: 

・角度を一般角で表すよさを認識して

いる。 

・三角関数を具体的な事象の考察に活

用しようとしている。 

・弧度法のよさを認識している。 

b: 

・三角関数の加法定理や三角関数の合

成を、証明を通して認識できる。 

・三角関数の相互関係や加法定理を用

いて式を簡単にすることを考察できる。 

c: 

・三角関数の周期について理解し、その

グラフをかくことができる。 

・三角関数の方程式や不等式を解くこ

とができる。 

・三角関数を合成することによって、最

大値と最小値を求めることができる。 

d: 

・三角関数について理解し、関数につい

ての理解を深めている。 

・三角関数のグラフの特徴について理

解している。 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布

したプリン

トの提出 

 

後
期 

指
数
関
数
・
対
数
関
数 

・指数関数 

・対数関数 

○  ○ ○ a: 

・指数を有理数まで拡張する必要性に

関心をもち、拡張した指数法則を指数関数

や対数関数の考察に活用しようとしてい

る。 

・対数の定義を理解し、簡単な式の値を求

めようとしている。 

b: 

・指数関数 y＝axや対数関数のグラフの

ようすを理解し、グラフを通して指数関

数や対数関数の簡単な性質が考察でき

る。 

c: 

・指数や対数の値を求めたり、大小関係

を考察したり、指数や対数の式を簡単に

したりすることができる。 

・指数関数や対数関数についての方程

式や不等式を解くことができる。 

d: 

・指数を正の整数から有理数まで拡張

することや、拡張された意味や指数法則

を理解している。 

・指数関数および対数関数について理

解し、関数についての理解を深めてい

る。 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布

したプリン

トの提出 

 



後
期 

微
分
と
積
分 

・微分係数と導関数 

・導関数の応用 

・積分 

○  ○ ○ a: 

・極限や微分法の考え方に関心をもち、

それを関数値の変化の考察に活用しよ

うとしている。 

・微分法を用いてグラフをかくことの

よさを認識し、それを活用しようとして

いる。 

・関数どうしが囲む部分の面積を定積

分で表し、計算で求めようとしている。 

b: 

・平均変化率と微分係数の図形的な関

係を考察できる。 

・微分法の逆演算としての不定積分に

ついて考察できる。 

・定積分と面積の関連について考察で

きる。 

c: 

・関数の増加・減少および極値を調べる

ことができ、グラフの概形をかくことが

できる。 

・微分法の逆演算として不定積分を導

入し、整関数の不定積分や定積分の計算

ができる。 

・定積分の応用問題を解くことができ

る。 

・放物線と放物線が囲む部分の面積を

求めることができる。 

d: 

・具体的な事象の考察を通して微分・積

分の考えを理解し、それを用いて関数の

値の変化を調べることや面積を求める

ことができることを理解している。 

・出席 

・テスト 

・授業態度 

・授業で配布

したプリン

トの提出 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:数学的な見方や考え方 

c:数学的な技能     d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


